
JP 2014-182297 A5 2016.5.12

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成28年5月12日(2016.5.12)
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【手続補正書】
【提出日】平成28年3月17日(2016.3.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　決定された光量で個別に発光を制御することが可能な複数の発光手段と、
　画像信号に応じて前記発光手段からの光を透過することにより画面に画像を表示し、ユ
ーザの前記画面に対する視線方向に応じてユーザに知覚される知覚輝度が変化する特性を
有する表示手段と、
　前記画面に対するユーザの視線方向を検出する検出手段と、
　前記検出手段で検出された視線方向に基づいて、前記画面に表示される画像を所定の視
線方向で見た場合に対して、前記知覚輝度の変化が抑制されるように、各発光手段の光量
を決定する決定手段と、
を備えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記検出手段は、各発光手段に対応する前記画面の各領域に対するユーザの視線方向を
検出し、
　前記決定手段は、前記検出手段で検出された各領域に対する視線方向に基づいて、各領
域に表示される画像を前記所定の視線方向で見た場合に対して、前記知覚輝度の変化が抑
制されるように、各発光手段の光量を決定する
ことを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記決定手段は、各領域に所定の画像を表示させ、かつ基準光量で各発光手段を発光さ
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せた場合における、前記検出手段で検出された視線方向から各領域を見たときの知覚輝度
と、前記所定の視線方向から各領域を見たときの知覚輝度との比に基づいて、対応する各
発光手段の光量を決定する
ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記所定の画像は、前記画像信号の取り得る値の最小値または最大値の画像である
ことを特徴とする請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記決定手段は、決定された光量で各発光手段が発光した場合に、各領域に前記複数の
発光手段から照射される光の明るさである第１照射輝度値と、基準光量で各発光手段が発
光した場合に、各領域に前記複数の発光手段から照射される光の明るさである第２照射輝
度値との比が、前記基準光量で各発光手段が発光し、前記所定の視線方向から所定の画像
を見たときの知覚輝度である第１知覚輝度と、前記基準光量で各発光手段が発光し、前記
検出手段で検出された各領域の視線方向から前記所定の画像を見たときの知覚輝度である
第２知覚輝度との比に近づくように、前記決定された光量を補正する
ことを特徴とする請求項２乃至請求項４のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項６】
　各発光手段から、各領域へ照射される光の輝度の拡散分布を表す拡散情報を記憶する第
１記憶手段を備え、
　前記決定手段は、決定された光量で各発光手段が発光した場合に、各領域に前記複数の
発光手段から照射される光の明るさを、前記拡散情報を用いて取得する
ことを特徴とする請求項５に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記所定の画像は、画像信号の取り得る値の最小値の画像であり、前記第１照射輝度値
をＤ１、前記第２照射輝度値をＤ２、前記第１知覚輝度をＬ１、前記第２知覚輝度をＬ２
とした場合に、前記決定手段は、各領域に対して（Ｌ２÷Ｌ１）÷（Ｄ１÷Ｄ２）で表わ
される乖離率が、閾値より小さい領域に対応する発光手段に対して決定された光量を、前
記乖離率を用いて補正する
ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記所定の画像は、画像信号の取り得る値の最大値の画像であり、前記第１照射輝度値
をＤ１、前記第２照射輝度値をＤ２、前記第１知覚輝度をＬ１、前記第２知覚輝度をＬ２
とした場合に、前記決定手段は、各領域に対して（Ｌ２÷Ｌ１）÷（Ｄ１÷Ｄ２）で表わ
される乖離率が、閾値より大きい領域に対応する発光手段に対して決定された光量を、前
記乖離率を用いて補正する
ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載の表示装置。
【請求項９】
　前記決定手段は、
　各領域に表示される画像信号に基づいて、各領域が、暗い画像が表示される暗部領域か
、明るい画像が表示される明部領域かのいずれであるかを判定し、前記暗部領域に第１の
所定画像を表示した場合に、前記検出手段で検出された前記暗部領域の視線方向から前記
第１の所定画像を見たときの知覚輝度が、基準光量で前記複数の発光手段を発光させ、前
記所定の視線方向から前記第１の所定画像を見たときの知覚輝度である第１の目標値に近
づくように、前記暗部領域に対応する発光手段の光量を決定し、
　前記複数の発光手段のうち、前記明部領域に第２の所定画像を表示した場合に、前記検
出手段で検出された前記明部領域の視線方向から前記第２の所定画像を見たときの知覚輝
度が、前記基準光量で前記複数の発光手段を発光させ、前記所定の視線方向から前記第２
の所定画像を見たときの知覚輝度である第２の目標値に近づくように、前記明部領域に対
応する発光手段の光量を決定する
ことを特徴とする請求項２に記載の表示装置。
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【請求項１０】
　前記第１の所定画像は、画像信号の取り得る値の最小値の画像であり、
　前記第２の所定画像は、画像信号の取り得る値の最大値の画像である
ことを特徴とする請求項９に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記決定手段は、
　決定された光量で各発光手段が発光した場合に、各領域に、前記複数の発光手段から照
射される光の明るさである第１照射輝度値と、前記基準光量で各発光手段が発光した場合
に、各領域に前記複数の発光手段から照射される光の明るさである第２照射輝度値との比
が、前記基準光量で各発光手段が発光し、前記所定の視線方向から前記第１の所定画像が
表示される前記暗部領域を見たときの知覚輝度である第１知覚輝度と、前記基準光量で各
発光手段が発光し、前記検出手段で検出された当該暗部領域の視線方向から前記第１の所
定画像が表示される前記暗部領域を見たときの知覚輝度である第２知覚輝度との比に近づ
くように、当該暗部領域に対応する暗部発光手段に対して決定された光量を補正し、
　前記算出された第１照射輝度値と前記第２照射輝度値との比が、前記基準光量で各発光
手段が発光し、前記所定の視線方向から前記第２の所定画像が表示された前記明部領域を
見たときの知覚輝度である第３知覚輝度と、前記基準光量で各発光手段が発光し、前記検
出手段で検出された前記明部領域の視線方向から前記第２の所定画像が表示される前記明
部領域を見たときの知覚輝度である第４知覚輝度との比に近づくように、当該明部領域に
対応する明部発光手段に対して決定された光量を補正する
ことを特徴とする請求項９または請求項１０に記載の表示装置。
【請求項１２】
　各発光手段から、各領域へ照射される光の輝度の拡散分布を表す拡散情報を記憶する第
１記憶手段を備え、
　前記決定手段は、決定された光量で各発光手段が発光した場合に、各領域に前記複数の
発光手段から照射される光の明るさを、前記拡散情報を用いて取得する
ことを特徴とする請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記第１照射輝度値をＤ１、前記第２照射輝度値をＤ２、前記第１知覚輝度をＬ１、前
記第２知覚輝度をＬ２、前記第３知覚輝度をＬ３、前記第４知覚輝度をＬ４とした場合に
、前記決定手段は、（Ｌ２÷Ｌ１）÷（Ｄ１÷Ｄ２）で表わされる暗部乖離率が、第１閾
値より小さいと判定された暗部領域に対応する暗部発光手段に対して決定された光量を、
当該暗部領域の暗部乖離率を用いて補正し、（Ｌ４÷Ｌ３）÷（Ｄ１÷Ｄ２）で表わされ
る明部乖離率が、第２閾値より大きいと判定された明部領域に対応する明部発光手段に決
定された光量を、当該明部領域の明部乖離率を用いて補正する
ことを特徴とする請求項１１または請求項１２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記検出手段で検出された視線方向と、前記決定手段で決定された光量とに基づいて、
各領域に表示される画像を前記所定の視線方向で見た場合に対して、視線方向よる知覚輝
度の変化がさらに抑制されるように前記画像信号を補正して前記表示手段に出力する生成
手段をさらに備える
ことを特徴とする請求項２乃至請求項１３のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１５】
　前記表示手段は、ユーザの視線方向の変化によって、画像信号の取り得る値の範囲に対
応する知覚輝度の範囲が変化する特性を有しており、
　前記生成手段は、前記決定手段で決定された光量で各発光手段が発光し、前記検出手段
で検出された視線方向から前記画面を見たときの前記知覚輝度の範囲において、前記知覚
輝度が、前記基準光量で各発光部を発光させ、正面方向から前記画面を見たときの知覚輝
度に近づくように、前記画像信号を補正する
ことを特徴とする請求項１４に記載の表示装置。
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【請求項１６】
　前記視線方向毎に、画像信号の値と、基準光量で各発光手段を発光させた場合の知覚輝
度との対応関係を表す特性情報を記憶する第２記憶手段をさらに有し、
　前記決定手段は、前記特性情報を用いて、各発光手段の光量を決定することを特徴とす
る請求項１乃至請求項１５のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記第２記憶手段は、前記画面の法線方向の直線と前記視線方向の直線とが成す角度で
ある第１の角度と、前記画面の水平方向の直線と、前記視線方向の直線を画面に投影して
得られる直線とが成す第２の角度に対して、前記特性情報を記憶する
ことを特徴とする請求項１６に記載の表示装置。
【請求項１８】
　前記検出手段は、センサを用いてユーザの位置を検出し、検出されたユーザの位置から
前記画面へ向かう方向をユーザの視線方向として算出する
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１７のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項１９】
　前記表示手段は、液晶パネルである
ことを特徴とする請求項１乃至請求項１８のいずれか１項に記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記所定の視線方向は、ユーザが、各発光手段に対応する前記画面の各領域に対して垂
直な方向から見ている方向であることを特徴とする請求項１乃至請求項１９のいずれか１
項に記載の表示装置。
【請求項２１】
　決定された光量で個別に発光を制御することが可能な複数の発光手段と、
　画像信号に応じて前記発光手段からの光を透過することにより画面に画像を表示し、ユ
ーザの前記画面に対する視線方向に応じてユーザに知覚される知覚輝度が変化する特性を
有する表示手段と、
を有する表示装置の制御方法であって、
　前記画面に対するユーザの視線方向を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出された視線方向に基づいて、前記画面に表示される画像を所定
の視線方向で見た場合に対して、前記知覚輝度の変化が抑制されるように、各発光手段の
光量を決定する決定ステップと、
を含むことを特徴とする表示装置の制御方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の表示装置は、
　決定された光量で個別に発光を制御することが可能な複数の発光手段と、
　画像信号に応じて前記発光手段からの光を透過することにより画面に画像を表示し、ユ
ーザの前記画面に対する視線方向に応じてユーザに知覚される知覚輝度が変化する特性を
有する表示手段と、
　前記画面に対するユーザの視線方向を検出する検出手段と、
　前記検出手段で検出された視線方向に基づいて、前記画面に表示される画像を所定の視
線方向で見た場合に対して、前記知覚輝度の変化が抑制されるように、各発光手段の光量
を決定する決定手段と、
を備えることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　本発明の表示装置の制御方法は、
　決定された光量で個別に発光を制御することが可能な複数の発光手段と、
　画像信号に応じて前記発光手段からの光を透過することにより画面に画像を表示し、ユ
ーザの前記画面に対する視線方向に応じてユーザに知覚される知覚輝度が変化する特性を
有する表示手段と、
を有する表示装置の制御方法であって、
　前記画面に対するユーザの視線方向を検出する検出ステップと、
　前記検出ステップで検出された視線方向に基づいて、前記画面に表示される画像を所定
の視線方向で見た場合に対して、前記知覚輝度の変化が抑制されるように、各発光手段の
光量を決定する決定ステップと、
を含むことを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２１】
　（ＳＴＥＰ３－３）
　次に、ＢＬ制御値決定部１０４は、ＳＴＥＰ３－２で仮決定された光量を補正する。本
実施形態では、以下の処理が繰り返される。
　（１）分割領域毎に、その分割領域に対応する発光部からの光の明るさと、周囲の分割
領域に対応する発光部から漏れ込む光の明るさとの合計値であって、仮決定された光量で
各発光部を発光させたときの合計値である第１合計値を取得する処理
　（２）第１合計値と第２合計値の比が輝度Ａと輝度Ｂの比に近づくように、仮決定され
た光量を補正する処理
　第２合計値は、基準光量で各発光部を発光させたときの合計値である。輝度Ａは、基準
光量で各発光部を発光させ、正面方向から所定画像を見たときの知覚輝度であり、輝度Ｂ
は、基準光量で各発光部を発光させ、視線方向検出部１０１で検出された視線方向から所
定画像を見たときの知覚輝度である。
　具体的には、以下の処理が繰り返される。
　（１）分割領域毎に第１合計値を算出する第１処理
　（２）第１合計値と第２合計値の比が第１輝度と第２輝度の比に近づくように、暗部発
光部の仮決定された光量を補正する第２処理
　（３）第１合計値と第２合計値の比が第３輝度と第４輝度の比に近づくように、明部発
光部の仮決定された光量を補正する第３処理
　第１輝度は、基準光量で各発光部を発光させ、正面方向から第１の所定画像を見たとき
の知覚輝度であり、第２輝度は、基準光量で各発光部を発光させ、視線方向検出部１０１
で検出された視線方向から第１の所定画像を見たときの知覚輝度である。第３輝度は、基
準光量で各発光部を発光させ、正面方向から第２の所定画像を見たときの知覚輝度であり
、第４輝度は、基準光量で各発光部を発光させ、視線方向検出部１０１で検出された視線
方向から第２の所定画像を見たときの知覚輝度である。
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